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移
民
・
難
民
・
国
際
政
治
と
気
候
変
動
と
い
う
お
題
を
い
た
だ
き
、

正
直
な
と
こ
ろ
大
き
な
戸
惑
い
を
覚
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
移
民
・
難

民
研
究
者
界
隈
で
は
、
気
候
変
動
の
問
題
は
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
ご
依
頼
へ
の
お
返
事
が
期
日
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
戸
惑
い
の
せ
い
だ
と
い
う
こ
と
に
し

て
お
こ
う
。

　

そ
れ
で
も
執
筆
す
る
と
決
め
た
の
は
、
気
候
変
動
が
移
民
・
難
民

を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
考
え
が
市
民
権
を
得
て
い
る
現
状
が
ご
依
頼

の
背
景
に
あ
る
な
ら
ば
、
移
民
・
難
民
研
究
に
従
事
す
る
研
究
者
の

一
人
と
し
て
、
な
ぜ
我
々
は
気
候
変
動
問
題
を
研
究
の
メ
イ
ン
ト

ピ
ッ
ク
に
据
え
な
い
の
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
た
か
ら
だ
。

　

か
く
し
て
、
本
稿
の
執
筆
は
、
移
民
・
難
民
研
究
の
中
で
は
気
候

変
動
が
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
作
業
か
ら
始
ま
っ
た
。
ま
さ
し
く
、「
な
い
」
こ
と
の
証
明
、
俗

に
言
う
「
悪
魔
の
証
明
」
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
作
業
は
あ
く

ま
で
も
筆
者
の
限
り
あ
る
蔵
書
に
基
づ
い
た
情
報
で
あ
る
こ
と
を
読

者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
た
い
。

　

筆
者
の
研
究
室
の
書
棚
の
片
面
を
国
際
政
治
学
関
連
本
が
、
も
う

片
面
を
移
民
・
難
民
研
究
関
連
本
が
陣
取
る
。
そ
の
う
ち
、
移
民
・

難
民
研
究
関
連
本
は
、
筆
者
の
独
断
と
偏
見
に
よ
っ
て
、
開
発
、
安

全
保
障
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
、ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
別
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
地
域
別
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。
前
者
の
ト
ピ
ッ
ク
別
分
類
の
カ
テ
ゴ
リ
に
、
気
候
変
動

は
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
移
民
・
難
民
研
究
の
分
野
に
お
い

て
、
気
候
変
動
が
独
立
し
た
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
な

い
こ
と
の
裏
返
し
と
も
言
え
る
。

　

そ
こ
で
、
移
民
・
難
民
研
究
の
分
野
を
体
系
的
に
扱
っ
た
書
籍
の

中
で
、
気
候
変
動
が
ど
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す

る
こ
と
に
し
た
。
手
始
め
に
、
移
民
・
難
民
研
究
の
入
門
書
で
あ
る

Ｓ
・
カ
ー
ス
ル
ズ
と
Ｍ
・
Ｊ
・
ミ
ラ
ー
に
よ
る
『
国
際
移
民
の
時
代
』

を
手
に
取
っ
た
。
索
引
か
ら
「
環
境
・
災
害
難
民
」
と
い
う
語
を
引

き
、
該
当
ペ
ー
ジ
を
開
く
。
す
る
と
、
環
境
難
民
が
存
在
す
る
と
主

張
す
る
環
境
保
護
主
義
論
者
が
い
る
が
、
難
民
研
究
者
は
環
境
要
因

に
の
み
強
制
移
動
の
原
因
を
求
め
る
見
方
に
は
懐
疑
的
で
あ
る
と
い

う
、
少
々
素
っ
気
な
い
書
き
ぶ
り
が
目
に
留
ま
る
。
同
書
の
初
版
は

一
九
九
三
年
だ
が
、
筆
者
の
手
元
に
あ
る
の
は
第
四
版
（
二
〇
〇
九

年
発
行
）
の
訳
本
で
あ
り
、
該
当
箇
所
の
記
述
に
二
〇
〇
二
年
の
論

文
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
版
の
過
程
で
「
環
境
・
災
害

難
民
」
の
項
目
が
追
記
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
と
は
い
え
、
本
文

全
四
〇
三
頁
に
渡
る
大
作
の
中
の
わ
ず
か
十
行
と
い
う
分
量
か
ら
、

扱
い
に
つ
い
て
は
推
し
て
知
る
べ
し
、
で
あ
る
。

　

ほ
か
の
体
系
書
も
似
た
り
寄
っ
た
り
と
い
う
状
況
の
中
で
、
類
を

見
な
い
書
籍
に
出
会
っ
た
。
国
内
に
お
け
る
難
民
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
小
泉
康
一
に
よ
る
『
変
貌
す
る
「
難
民
」
と
崩
壊
す
る
国
際

人
道
制
度
』
で
あ
る
。
同
書
は
、
本
文
全
三
一
〇
頁
の
う
ち
、
実
に

九
五
頁
を
「
第
六
章　

気
候
変
動
と
強
制
移
動
」
に
割
く
。
同
章
の

副
題
が
「
気
候
変
動
は
避
難
移
動
の
直
接
の
原
因
と
な
る
の
か
」
で

あ
る
こ
と
も
大
い
に
関
心
を
引
く
。
小
泉
は
、
世
界
各
地
の
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
、
気
候
変
動
が
、
国
内
統
治
、
貧
困
、
社
会
的
結
合

力
の
程
度
、
紛
争
と
い
っ
た
諸
要
因
と
の
結
び
付
い
た
結
果
と
し
て
、

人
々
の
移
動
が
生
じ
て
い
る
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、
環
境
難
民
と

い
っ
た
用
語
の
流
布
に
よ
り
、
環
境
が
変
化
し
て
も
移
動
し
な
い
こ

と
を
選
択
し
た
人
々
の
存
在
が
不
可
視
化
さ
れ
、
さ
ら
に
は
環
境
を

原
因
と
す
る
移
動
そ
の
も
の
を
悪
で
あ
る
と
前
提
視
し
て
い
る
こ
と

に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

小
泉
は
、
移
住
は
「
適
応
と
回
復
」
の
手
段
で
あ
る
と
説
く
。
私

た
ち
の
今
は
、
先
人
た
ち
に
よ
る
移
動
、
す
な
わ
ち
適
応
と
回
復
の

経
験
の
上
に
成
り
立
つ
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
を
災
害
に
よ
っ
て

移
動
を
強
い
ら
れ
た
人
々
に
手
を
差
し
伸
べ
な
い
こ
と
の
言
い
訳
に

使
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
た
だ
、
移
民
・
難
民
研
究
者
は
、
気
候

変
動
と
人
の
移
動
が
単
線
的
に
結
び
付
け
ら
れ
、
本
来
対
処
す
べ
き

統
治
や
貧
困
、
不
平
等
と
い
っ
た
人
の
移
動
の
根
幹
に
あ
る
問
題
が

忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
抵
抗
を
続
け
て
い
る
の
だ
と
、
私

は
思
う
。

な
か
や
ま
・
ゆ
み　

総
合
国
際
学
研
究
院
准
教
授　

国
際
関
係
論

移
民
・
難
民
研
究
者
の
抵
抗
？

―
人
の
移
動
の
根
幹
を
見
つ
め
直
す

中
山 

裕
美

文
献
案
内

Ｓ
・
カ
ー
ス
ル
ズ
、
Ｍ
・
Ｊ
・
ミ
ラ
ー
『
国
際
移
民
の
時
代
』
第
四
版
、
関
根

政
美
・
関
根
薫
監
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年

小
泉
康
一
『
変
貌
す
る
「
難
民
」
と
崩
壊
す
る
国
際
人
道
制
度
―
―
二
一
世
紀

に
お
け
る
難
民
・
強
制
移
動
研
究
の
分
析
枠
組
み
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、

二
〇
一
八
年

第Ⅱ部　誡めをひもとく
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